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【担当事業及び担当例会】 

   １、タイムカプセル事業 ８月例会 

２、青少年事業 

 

【実施効果及び成果】 

 １、タイムカプセル事業を通じて青少年の方々にタイムカプセルを返還し、過去の思い出と現

在の自分と向き合う機会を提供することを実施。 

 ➡過去の記憶を思い出すために YouTube も活用し、１９３７名中６３０名程に視聴を頂きアン

ケート等に協力してもらい成果を出すことが出来ました。また、対内向けには青年会議所メンバ

ーに１０年後の手紙を記載してもらい将来の楽しみにすることが出来ました。 

 

 ２、青少年の方々が将来の糧になるような体験をし、人生に影響を与える良質な経験を積ん

で頂くことを実施。 

 ➡ライブコマースを活用し延べ８１２人の視聴者に見て頂きました。これにより賞金額も全チー

ムが達成し、我々も参加者も成功事例として人生に影響を与える良い経験となりました。 

 

【反省並びに今後の課題】 

 会場を早めに抑えていないことで委員会メンバーにも迷惑をかけました。今後の課題として会

場を早めに選定して行動することが一番の反省点と今後の課題であります。 

 



【委員長所見】 

コロナ禍でのオンライン対応等の設えに対応し、協力していただいた皆様方の御協力のお陰で

タイムカプセル事業及び青少年事業を実施する事ができました。ご協力いただきました皆様にま

ずもって、心より感謝御礼申し上げます。 

今年度、両事業ともに共通である２０歳前後の青少年に関わり感じた事は、青少年の子たちに

は大きな夢を描く力があること。それを前向きに取り組む若さがあるということです。この子たちと

共に事業を実施し、若者のパワーをしっかりと感じることが出来ました。 

また、この若者を応援する大人の姿勢も素晴らしいものであると実感しました。これからの世代

に託すことや期待する事で、価値のある若者が活躍できると思っております。全ての青少年が前

向きである事は中々難しいことですが、今回の事業に関連したご家族・ご友人にも当事業を通じ

て青少年の熱意が届き、自分達は活躍することができる！とイメージが広がったのではないかと

思っております。 

また、委員会メンバーの頑張りもこの事業で誇らしい事の一つです。私のサポートを一生懸命し

てくれ、また多くの時間を使って事業のサポートをしてくれました。委員会メンバーが要所で人間関

係の構築をしてくれなければ事業実施に至ることはなかったでしょう。今回の事業をきっかけに先

を見据えた更なる挑戦をしていきたい、というお話もいくつか頂きました。関わった方々の将来の

糧となるよう本当に期待しておりますし、私もこの事業以外でも応援できることは引き続きしていく

つもりです。最後に今年度この事業活動で、多くの事を学び多くの感動を得ることが出来ました。

豊川青年会議所の事業に委員長として関わることができ、誠に感謝しております。本当に有難う

ございました。 

 

 

【担当室長所見】 

タイムカプセル事業 

この事業を実施するに当たり、引き継いだ内容は青少年事業らしいと感じましたが、今回の設

えでは対象がＪＣメンバーも含まれていました。よって対象がわかりにくくなってしまったかと感じま

した。しかし、青少年にも１０年前の自分からの手紙を届け、何かしらの変化を与えられ、それをメ

ンバーと共有できたことで、メンバーにもいいきっかけにできたのではないかと感じています。タイ

ムカプセル自体は流行に乗って始めた事業ということでしたが、１０年という月日が人を成長させ

ているということが実感できるものであると思います。 

 

青少年事業 

今回の事業は、彦坂理事でなければ実行ができない内容であったと思っています。理事

会の協議の対象となっていた、「賞金の獲得」をゴールとすることは、青年会議所として実

施は難しい設えでありました。しかし、日本の教育の問題点として「お金の稼ぎ方」がな

いとの声もあります。結果として参加者の方々に賞金を持ち帰っていただきました。私も



高校生で体験していたらもう少し早く起業したかも、というのが個人的な感想です。青少

年の自由な発想に事業性が加わることで、「やってみたい」という気持ちになる事業ができ

たと思います。 会場にて御覧いただいた三谷水産高校の校長から、「現役の経営者からの

鋭い意見をいただいて、生徒自身も貴重な体験になった」とのお言葉もいただき、当初の

目的の「良質な体験」を提供できたのではないかと感じています。 

 長い期間にわたり参加してくれた青少年の皆様、サポートいただいた先生や家族に感謝

します。ＧＡＦＡを超える企業を作る経営者が誕生することを心より祈念します。 

 


